
　
　
　

　

新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ
は
、
次

の
期
間
を
職
員
研
修
の
た
め
、
臨
時

休
館
日
と
い
た
し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
げ
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
休
館
日

４
月
８
日
（
月
）
～
４
月
10
日
（
水
）

※
８
日
の
朝
湯
は
営
業
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
０
０

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、

財
政
、
金
融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
活
躍
す
る
財
務
専
門

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
受
験
資
格

・
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
４
月
２

日
～
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ

る
も
の

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
３
月
ま
で

に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門

学

校

を

卒

業

し

た

者

お

よ

び

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
３
月
ま

で
に
短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門

学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

〇
受
付
期
間

　

３
月
25
日
（
月
）
受
信
有
効
ま
で

〇
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
次
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.

go.jp/juken.html

〇
第
１
次
試
験
日　

５
月
26
日
（
日
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１

○
受
験
資
格

　

平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
次
の
区
分
に
該
当
す
る
方

・
Ａ
区
分　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
な
ど
を
卒

業
し
た
方
（
令
和
７
年
３
月
末
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む
）

・
Ｂ
区
分　

Ａ
区
分
以
外
の
方

○
採
用
予
定
人
員

・
男
性
Ａ
区
分　

１
４
０
名
程
度

・
女
性
Ａ
区
分　

50
名
程
度

・
男
性
Ｂ
区
分　

40
名
程
度

・
女
性
Ｂ
区
分　

20
名
程
度

○
受
付
期
間

　

３
月
29
日
（
金
）
17
時
00
分
ま
で

○
第
１
次
試
験
日　

４
月
28
日
（
日
）

〇
試
験
会
場

　

新
ひ
だ
か
町
、
苫
小
牧
市
、
札

幌
市
な
ど
、
道
内
15
会
場
、
道
外

２
会
場

●
お
問
い
合
わ
せ
先

静
内
警
察
署

☎
０
１
４
６
・
４
３
・
０
１
１
０

　

ほ
く
で
ん
は
、
新
冠
川
上
流
の
岩

清
水
ダ
ム
か
ら
河
川
に
放
流
す
る
場

合
、
川
の
中
や
近
く
に
い
る
人
に
対

し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
「
上
流
ダ
ム

か
ら
の
放
流
開
始
と
安
全
な
場
所
へ

の
移
動
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ダ
ム
放
流
の
お
知
ら
せ
を
聞
い

た
と
き
は
、
直
ち
に
安
全
な
場
所
に

お
移
り
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
清
水
発
電
所
で
は
、

出
力
の
変
更
に
伴
い
、
発
電
に
使

う
河
川
水
の
量
を
増
減
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
河
川

の
水
位
も
増
減
し
ま
す
の
で
、
川

の
中
や
川
の
近
く
に
行
か
れ
る
際

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ほ
く
で
ん
静
内
水
力
セ
ン
タ
ー
土
木
課

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
２
９

　

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
と
思

わ
れ
て
い
る
方
に
向
け
た
就
労
自

立
支
援
施
設
で
す
。
そ
の
他
就
職

相
談
も
歓
迎
で
す
。

　

「
働
き
た
い
」
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

３
月
26
日
（
火
）

　

13
時
30
分
～
15
時
（
先
着
順
・
予
約
可
）

○
対
象　

15
歳
か
ら
49
歳
の
方
、
ご

家
族

○
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
静
内
分
室

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ピ
ュ
ア
３
階

○
内
容　

就
労
相
談
・
就
労
体
験
ほ
か

●
お
問
い
合
わ
せ
先

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
１
４
４
・
８
４
・
８
６
７
０

　

防
災
に
ま
つ
わ
る
記
念
日
と

し
て
、
9
月
1
日
の
「
防
災
の

日
」
や
11
月
5
日
の
「
津
波
防
災

の
日
」
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
か

ら
8
月
26
日
が
「
火
山
防
災
の
日
」

に
な
り
ま
し
た
。「
火
山
防
災
の

日
」
は
、
国
民
の
間
に
広
く
火
山

へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、

１
９
１
１
年
（
明
治
44
年
）
に
浅

間
山
（
長
野
県
と
群
馬
県
の
県
境
）

に
日
本
で
最
初
の
火
山
観
測
所
が

設
置
さ
れ
、
観
測
が
始
ま
っ
た
日

に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、「
火
山
防
災
の
日
」
に

は
、
国
や
自
治
体
に
よ
る
講
演
会
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
防
災
訓
練
な

ど
の
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

火
山
を
身
近
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

火
山
防
災
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
、
最
新
の
火
山
情

報
を
登
山
者
な
ど
に
も
迅
速
か
つ

的
確
に
提
供
す
る
た
め
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
火
山
登
山
者

向
け
の
情
報
提
供
ペ
ー
ジ
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
、
登
山
や
観

光
な
ど
で
火
山
周
辺
に
出
向
く
際

に
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
セ
ン
タ
ー
開
設
日

３
月-

11
日
（
月
）・
13
日
（
水
）

　
　
　

18
日
（
月
）・
25
日
（
月
）

　
　
　

27
日
（
水
）

４
月-

１
日
（
月
）・
３
日
（
水
）

　
　
　

８
日
（
月
）・
10
日
（
水
）

　
　
　

15
日
（
月
）・
17
日
（
水
）

○
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

○
予
約
受
付　

10
時
～
16
時

　
　
　
　
　
　
　
　

※
平
日
の
み

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー
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新
冠
川
上
流
ダ
ム
か
ら
の

放
流
時
の
お
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新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
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ズ

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

ご
存
知
で
す
か
？

 

８
月
26
日
は

「
火
山
防
災
の
日
」

財
務
専
門
官
採
用
試
験

自衛隊札幌地方協力本部
静内分駐所

（TEL）0146-44-2855

働
き
た
い
方
の
た
め
の

出
張
相
談
会

気象庁 火山登山者向け
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